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品質・安全に貢献する製造ソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S

ダイナミック・ケイパビリティを備えた
製造ライン構築ソリューション

肥後 英行｜Higo Hideyuki

三上 浩幸｜Mikami Hiroyuki

梶田 大毅｜Kajita Daiki

経営資源をより効率的に利用し，利益の最大化を図るオーディナリー・ケイパビリティの向上は，
企業にとって重要な課題である。近年では，業務効率化，コスト削減，設備の安定稼働，品質
管理に対し，IoTやAIをはじめとするデジタル技術が大きな効果を発揮している。しかし，今後の
企業競争力を維持・獲得していくためには，デジタル技術を駆使し，経営環境の変化に応じて
企業内外の資源を再構成して，自己を変革するダイナミック・ケイパビリティを高めることが必要に
なる。
本稿では製造ラインにフォーカスし，強いダイナミック・ケイパビリティを持った製造ラインを構築す
るソリューションについて紹介する。

1. はじめに

FA（Factory Automation）とは，製造工場の生産工程
を自動化するプロセスや，そのためのシステムを指す。
1950年代より製鉄業で始まり，1960年代中盤にはIC
（Integrated Circuit）の登場によって高度な工作機械や産
業用ロボットが生まれた。1970年代から1980年代には計
器類のデジタル化が進み，さらに高精度な制御が可能と
なった。1990年代には産業用コンピュータの出現でITと
いう概念が製造現場にも浸透し，2000年以降の情報・
ネットワーク・制御が一体化したFAへとつながり，今日
に至っている。
FAは当初，少人化・省力化によるコスト削減だけが注
目され，その目的は主に人件費削減，品質向上・安定化，
生産サイクル短縮，生産能力安定化（人が作業しづらい

環境での作業継続）であった。その後，製造業を取り巻
く環境は大きく変化し，少子高齢化による生産年齢人口
の減少，拠点のグローバル化，地球温暖化，世界各地で
発生する自然災害などの課題が表出し，さらには今般の
新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大によっ
て，経済活動の停滞が引き起こされた。このように予測
困難で激しく変化する経営環境の下，日本の製造業に立
ちはだかる課題を解決していくことが重要である。
Industrie 4.0を受けた大きな変革の中，現在，FAはさら
なる進化を迎えている。そこでは，IoT（Internet of 
Things）やAI（Artifi cial Intelligence）といったデジタ
ル技術を有効活用して膨大なデータ処理を最適化するこ
とが重要とされ，生産状況を可視化し，生産実績を分析
して次の生産へフィードバックしていくようなダイナ
ミック・ケイパビリティを有するスマートファクトリー
の実現をめざすソリューションが求められている。本稿
ではそのソリューションコンセプトである「トータル
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シームレスソリューション」に基づく製造ライン構築ソ
リューションを紹介する。

2.  トータルシームレスソリューションによる
顧客課題の解決

2.1

顧客課題

日本の製造業は，人による高度な技能やきめ細かい管
理手法を武器として，高い品質の商品を提供することに
より世界を牽引してきた。しかし，大量消費の時代にな
ると，コストを下げるために人件費が比較的安い国に生
産拠点を置いたり，国内においても省人化をキーワード
として人件費の削減を目的とした投資が行われたりする
など，特に生産設備の高度化や自動化には多くの投資が
行われてきた。一方で，段階的に投資される生産設備の
中には15年以上使われ続ける古い設備も稼働している
実態がある。古い設備は日常的なメンテナンスが必要で
あるものの，熟練の作業員によるメンテナンスによって
今なお重要な役割を果たしていることが多い。ところが
徹底した作業改善が進められてきた結果，熟練者が育成
される場も少なくなったことで，熟練作業者の不足が課
題となりつつある。
例えば，整備不足の古い設備が故障などで長時間にわ
たって停止し，予定された計画どおりに加工が行えなく
なった結果，省人化のために新規購入した高度な自動設
備を有効活用できず，本当のボトルネックは古い設備を
安定稼働させていた熟練作業者がいなくなったことだと
気付くことがある。仮にこの課題を解決したとしても，
その効果は作業者1人の削減としか見なされない場合も
多い。これは，日本の製造業が省人化の効果試算を判断
基準として投資してきたことに起因する。人が行ってき
た作業を設備に置き換えたときの一連の作業による生産
能力の向上を省人化の効果とすれば測りやすいためであ
る。ITの導入が進んできた現在においても，製造現場に
IT投資をしてもその導入効果を正しく測ることができ
ず，逆にデータ入力が必要になり，場合によっては作業
者の工数増となるという理由で投資を避けてきた事例も
見受けられる。つまり，製造現場においてはいまだ省人
化以外の効果の定量化が困難であることが課題と言える。

2.2

課題解決のアプローチ

頻繁に経営環境が変化する昨今における理想的な製造

ラインの要件はダイナミック・ケイパビリティを有する
こと，すなわち必要なモノを，必要な時に，必要なだけ，
最小コストで生産できることである。そのためには設備
を常に安定稼働させること，工程間のバランスを最適に
すること，材料の供給や作業者の配置を最適化してむだ
な動きや待ちをなくすこと，そして予期せぬ変化に迅速
に対応することなどが必要となる。日本の製造業は，人
の高度な技能やきめ細かな管理手法を強みとしてきたと
前述したが，まさにこの強みによって設備を安定稼働さ
せ，工程間のバランスの最適化，材料・作業者の最適化，
むだの排除を実現してきたと言える。しかし昨今は，省
人化，高度な設備による自動化，保全員の減少などによ
り，高度な技術を持った人員が減少し，これらのことが
維持できなくなってきている。
この課題を解決するアプローチの一つが，IoTによる
現場のデジタル化である。高度な技能やきめ細かな管理
手法は，人の五感（視覚，聴覚，触覚，嗅覚，味覚）と
経験値で支えられている。五感で感じとるということは
すなわちセンシングであり，経験値は学習技術（AI）で
代替可能な範囲も増えつつあるが，より高度な運用を果
たすためには膨大なデータや情報を目的に応じて最適化
する総合的なデジタル技術が必要である。このデジタル
技術を活用して生産状況を可視化し，生産実績を分析す
るとともに次の生産へ的確かつタイムリーにフィード
バックしていくスマートファクトリー実現のためのコン
セプトが，日立のトータルシームレスソリューションで
ある。次章では，その詳細を述べる。

3.  トータルシームレスソリューションを
実現する要素技術

3.1

トータルシームレスソリューションとは

顧客の課題は経営から現場に至るまで幅広く，その解
決の切り口として，コンサルティング，IT，OT
（Operational Technology），プロダクトが提案される。
日立の強みは，グループ内でこれらのケイパビリティを
豊富に有していることである。日立はLumadaを核とし
たトータルシームレスソリューションを展開すること
で，顧客課題の解決を図っている（図1参照）。
製造ライン構築におけるトータルシームレスソリュー
ションのコンセプトは，ラインコンセプト，運用設計，
ラインエンジニアリング，ラインビルド，アフターサー
ビス，4M （Human, Machine, Material, Method）デー
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タモニタリング，ボトルネック分析，各種最適化といっ
た構成要素群をインフィニティループとして連動させて
いくことにある（図2参照）。
このループにおいては常にOTとITの間，サイバーと
フィジカルの間で共通化されたデータが使用され，各
シーンが連動して迅速に全体最適化されることによっ
て，ダイナミック・ケイパビリティを有するスマートファ
クトリーを実現する。

3.2

日立が提供するラインコンセプトに基づく
オートメーションソリューション

日立では，製造現場のフィジカル空間を構成する実設
備であり，自動化を実現するロボティクスソリューショ
ンと，モノと情報を一致させながらコントロールし，管
理系システムの際（きわ）をつなぐデジタルソリューショ
ンを提供している（図3参照）。ロボティクスソリュー

ラインシミュレーション

多機能ロボットセル スマート生産ライン

動作計画

ビルドアップ

ラインコンセプト

トータルシームレスソリューション

工場最適化

運用最適化

ボトルネック分析

ラインビルド

アフターサービス

運用設計

ライン
エンジニアリング

4Mデータ
モニタリング

バリューチェーン
最適化

OT IT

図2｜ 日立のトータルシームレスソリューションがめざす継続的な価値提供
フィジカル系が主体となるOT項目と，サイバー系のIT項目をLumadaでつなぎ，協創により価値を循環させることで，顧客の継続的な発展に貢献する。
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図1｜ 日立の強みを生かすトータル
シームレスソリューションのコンセプト

日立はデジタルプラットフォームLumadaを核としてプ
ロダクト×OT×ITによる経営と現場をシームレスにつ
なぐトータルソリューションを提供している。

注：略語説明
OT（Operational Technology），4M（Human，Machine，Material，Method）
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ションの例としては，工場内のワークを適時搬送するマ
テリアルハンドリングや溶接システム，デジタルソ
リューションの例としては，生産管理系システムから生
産指示を受け取って実行スケジュールに展開し，自動倉
庫や加工機などの専用設備をコントロールする制御シス
テムなどがある。

3.3

OTシステムの提供

3.2節で述べたフィジカル空間の実設備をサイバー空
間で動作させるシミュレーションと，手順や動作プログ
ラムを自動的に生成する動作計画システムを提供する。
例えば，多機能ロボットセルにより構築するスマート生
産ラインをサイバー空間でモデル化してシミュレーショ
ンし，動作プログラムと動作パラメータを自動生成して，
実運用に即した機能・性能の仮想検証や，異常時の動作
検証を実施してから，実機製作に移行する。

3.4

ITシステムとの連動

製作した実機システムと3.3節で作成したシミュレー

ションを接続し，フィジカル空間の動作をサイバー空間
でモニタリングする。さらに目的に応じた4Mデータ分
析，ボトルネック分析に必要なデータを実機とリンクさ
せる。ITシステムは実機データを使った最適化シミュ
レーションを実行し，結果を動作パラメータとしてフィ
ジカル空間の実機にフィードバックさせることで，シ
ミュレーションに基づく動作に変更して稼働を継続さ
せる。
また，予期せぬ環境変化による大幅な生産性の低下や，
設備故障による製造ラインの稼働停止，稼働率低下が発
生するような場合，サイバー空間では実機データを使っ
てシミュレーションを実行し，最適な生産ライン構成を
見つけ，それに合わせてフィジカル空間の設備をダイナ
ミックに変更する。例えば，一つの多機能ロボットセル
が受け持つ工程数を変える，あるいは多機能ロボットセ
ルを間引くか追加することにより，変化に柔軟に対応で
きる。すなわち，このような柔軟性を保有していくこと
こそが，ダイナミック・ケイパビリティを有するスマー
トファクトリーの本質と考える。

： デジタルソリューション
： ロボティクスソリューション

各種搬送 ・ 制御システム

医薬向け入退室管理システム

液晶タッチパネル付き入退室コントローラSANnext

組立支援パーツピッキングシステム

アーク溶接セル

加工現場のデジタルソリューション

シーリング ・ グルーイングシステム

小物ピッキングシステム

デパレタイズ／パレタイズシステム

ピッキング＆マーキングシステム

自動倉庫管理システム

平置倉庫管理システム

冷蔵倉庫温度管理システム

協働ロボットシステム

Webコントローラ応用設備監視システム

工具 ・ 金型所在管理システム
（RFID， QRコード※））

プレス工場向け生産管理システム

飼料サイロプラント制御 ・ 監視システム
設備診断システム

サイロ

図3｜株式会社日立産機システムの製造ソリューション
日立産機システムは，スマートファクトリーをめざす製造業界のニーズに応じた適切なソリューションを提供する。

注：略語説明
RFID（Radio Frequency Identifi cation） 
※）QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標である。
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3.5

ユースケースの紹介

ある製造ライン構築における課題解決のユースケース
の概要を図4に示す。本ケースでは，計画したKPI（Key 
Performance Indicator）※）を満足しない新設設備に対
し，以下の手順で課題解決を図った。
（1）フィジカル空間の実機データをリアルタイムに収集
し，サイバー空間のシミュレーションに取り込み，直近
の生産能力を予測することで，ボトルネックとなる工程
を見つける（シミュレーションモニタ）。
（2）シフト，時間帯，品種，作業者，工程別に統計をと
り，稼働率，性能，品質など，総合設備効率悪化の要因
を特定する。
（3）生産計画数，標準サイクルタイム，ラインスピード，
ST（Standard Time），チョコ停（一時停止の頻発）時間
など，当初の生産計画との差異の検証，シミュレーショ
ンを通じて対策を検討する。
（4）非稼働要因パレート図，不良内容別ロスコストなど，

品質不良ロスコストを把握し，対策を検討する。
（5）作業者減，機械故障，部品ロット不良などの予期せ
ぬ環境変化への対策を検討する。
（6）各対策をサイバー空間のシミュレーションで効果を
確認した後，標準サイクルタイム，ラインスピード，ST
などの制御情報をサイバー側から変更し，最適制御に移
行させる。
このように，前述した技術や仕組みを導入し，製造ラ
インのさまざまな課題を解決し最適稼働を実現する。

4. おわりに

本稿では主に製造ラインの最適稼働にフォーカスした
日立のトータルシームレスソリューションを紹介した。
今後も，製造業の現場改善を支えるシミュレーションや
AIなどの進化し続けるデジタル技術をより使いやすく
実用化し，経営・現場の際をシームレスにつないだ全体
最適化の視点で，市場変化，パンデミック，地政学的リ
スクといった経営環境の変化に対するダイナミック・ケ
イパビリティ向上に貢献していく。

執筆者紹介

肥後 英行
株式会社日立産機システム ソリューション・サービス統括本部 
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データレイク
業務システム間をつなぐ
標準4Mデータモデル

制御データベース
・制御パラメータ
・動作環境パラメータ

工場シミュレーション

４M分析
設備シミュレーション

サイバー

フィジカル

データ収集
基盤

図4｜ ある製造ラインに適用した
トータルシームレスソリューションのユースケース

最適稼働を実現するCPS（Cyber Physical System）を構築する。

※） ここでは，総合設備効率（稼働率×性能×品質），稼働率（実稼動時間÷
スケジュール上の稼動予定時間），性能（現状速度÷性能上の速度），品質
（良品率÷全生産量）の4項目。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


